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0 はじめに （目次）

「天草版平家物語」ローマ字表記の基本的な面の考察を、次のようにいくつかの項

目に分けて考察する。

1 母音vとU 2 母音iとyとj 3 翻字者と表記について

4 VOとuoについて 5 助調 uoの分かち書きの問題

6 カ行について 7 四つ仮名の混同

8 ア段・ウ段及びオ段の長音と開合の乱れについて

9 劫音の表記から 10 舌内入声音の表記

1 母音vとu

母音音節のウは普通vが用いられている。単語として用いるのには、語頭及び複合

語の後部構成要素（後項）の最初に用いられるのが普通である。

~qixima （浮島） ~goqu （動く） ~a （歌） cocoro:y_§ （心憂さ） In~ （院内）

複合語の後項の初めのウも vが普通である。

cocoroロ（心憂し、） vtc;uxi 立宣（移植ゑ） coi盟主（乞受け） Yuqino史~ （結城浦）

ただまれにuを用いた例がある。次の5例だけが管見に入っている。

caza虫豆（風上） pl21-24 Dannoura （壇ノ浦） p342-3, p348-9 

Mi史子10suqe（三浦介） p342-19, p342-20 

なお「壇ノ浦Jには1カ所だけ、 Danno宜主 p405-ll とした例があり、「三浦Jに

も、 Mi~ 272-2 （地名）や「三浦十郎j Mi~no 知的 （人名） p272-1と表記して

いる。こうみると、複合語の後項の最初の「ウ」の表記も vが普通で、 uは表記の揺

れ程度であると考えられる。

ウ段の母音音節、ク・ス・ツ・ヌ…以下の母音には普通 uが用いられ、 vは用いら

れない。ただし森田武氏も指摘されているように「葡語ではuの大文字は用いず大文
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字の場合、 vの大文字Vを用いるJ（『日葡辞書提要』）ので、次のような例がある。

GVIVO （祇王） QENGVEO （検校） YASWORI （康頼） など。

またグに gvの例が 1例だけあるo ~an （愚案）序3-16である。元日（ぐわんじっ）

guanjitなどの guanとの混同を避けてわざわざ gvを用いたものと考えられる。

2 母音 iとyとj

母音音節イは i,y, jが用いられる。イの語頭には、 iとyが用いられる。 iは

ita （板） idaxi （出） inoxixi （猪） iriye （入江）

また語中や語末にも、

caixδ （海上） qeizzu （系図） annai （案内） arigatai （有難い）

のようにもっとも一般的に用いられている。

yはヤ行音にya,yu, yoやエの音にyeが用いられるが、イの音節を表すものでは、

語頭、語中、語尾に次のように用いられている。

~chiv （一宇） xchimon （一門） 可camuri（初冠） vguxsu （鴬） i}'. （言ひ）

V}'.（憂し、） Qix （紀伊） cumo~ （雲居） xucux （宿意） xox （所為）

vguysuはvguisuと綴ると、「うぎす」と読まれるので、 vguysuとしたのであろうと

いうことは理解できるが、語頭での iとyの使用基準は余りはっきりしない。例えば

「入る・要る」（四段活用、但し複合動調は除く）では、回， iru，のようにiを用いた

ものが、 87回あるのに対して、 yra, yri，の例は4例だけである。

OMijdera niua miya no !@xerarete cara, (pl23）三井寺には宮のみ主せられてから、（巻

OAxicauayama uo vchicoite faccacocu ni yraxerareta naraba, (P151）あしかわ山（足

柄山）をうち越いて八か国に入らせられたならば、（巻二）

また下二段活用の「入る」では、 ire,ireiなどが47例であるのに対して、 yreの例は

1例だけである。

OTadanori no vtamo yxxu 恕~rareta to qicoy巴 maraxita.Cocorozaxi ga乱1cacattani yotte, 

amata mo iret5 vomouaretare domo, (P183) 

忠度の歌一首入れられたと聞こえまらした。志が深かったによって、あまたも主主主

たう思はれたれども、（巻三）

この「入る」では ira, iruの表記が原則で、あったかと考えられる。ただ中に例外

があるのは前述のとおりである。

一方「射る」についてみると、 i, iruなどの例が未然形iが4例、終止形・連体形・
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巳然形が各1例で合計7例であるのに対して、 y,yru, yre, yyoの形が48例ある。この

「射る」に関しては、 yruの方が本流と考えられる。

また、上一段活用の「居るJでは、 i,iru, ireとしたものが38例であるのに対して、

y, yruと表記したものが、そのおよそ倍の74例である。

Ovagamiua lyoni担盟笠呈， saqidateteY aximaye tatemat<;uttaga, (P33 l) 

我が身は伊予に居ながら、先立てて屋島へ奉ったが、（巻四）

OYoritomoga担盟史生facaricotouomeguraxeba coso, (P355) 

頼朝が居ながら謀事をめぐらせばこそ、（巻四）

また、「院」や「院の御所Jなどの f院jの表記は、すべて Inである。ただ建物な

どの場合は、

Vnrinyn （雲林院） Conye no yn （近衛焼） lacquoyn （寂光院）

などや、 Tobanoin（鳥羽院） Vojoin （往生院） Biodδin, Biδd6yn 

のように再方の表記が見える。

Forinyn （法輪院）

（平等院）

jが音節「イ」を表すのは形容詞の語尾の canaxij（悲しし、） pl00-11, vtomaxij （う

とましい） p83-1 7, coixij （恋しし、） p306-4などの「～ししリの場合の「～xij」のよう

に用いるほかは、余り用いられていない。形容詞の語尾以外では、xijca（詩歌） pS0-21、

xij （四位） p26-18、xijte（しひて） p207 4、namaxijni（なましひに） p106-16、nijde（似

いで） p71-22、xijte（敷いて） p358-19など、 ijの形で見える。

このように qijte（聞いて） p4-20, p5-16, 19…、 majij（まじい） pS-12, p31-12，ーな

ど、「イイJ場合りの表記が多いのに対して、例外的ではあるが、 iiやiyの例がある。

qgte （聞いて）の例はp209-3,p306-21に、 majii（まじし、）の例はp39022にみえる。

また、「三井寺」も Mijderaが大部分であるのに対して、 Mi¥:deraが目録の p2に3例あ

り、打消し接続の助調、「いでJもide,jdeが普通であるが、「射いで」で次のように

iydeとなった例もある。 yafitot9u uomo j;:de （矢一つをも射いで） pl72 16。

3 翻字者と表記について

前述のように同じ語の表記に複数の表記の方法がある場合、例えば「居る」の「イ」

の音節に yとiの表記がみられるが、その配置によって翻字者が異なるのであろうと

推定する説がある。この問題は避けては通れないので、細かく検証してみることにす

る。

1989年3月、菅原範夫氏の「キリシタン版ローマ字資料の表記と読み一一ローマ字翻

字者との関係からJ（国語学156）の論考が注目される。氏は、
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「『天草平家』のローマ字翻字を仮に一人の人物が担当したと考えた場合、複数の

表記で分布域が一致していることが偶然であるとは考えられない。（中略）一人の

手になる意図的な用法の分布とは考えにくい。（中路）複数の人によって分担翻字

されたと考えるのが穏当であろう。一定の用法をしている部分を一人とすると、同

内容の部分はないので、四人が翻字に当たったものと考えられる。j

として、 (I）が冒頭から pl14まで、（II）が pl15から p224まで、（III）が p225から

p297まで、（IV）を p298から巻末までとする。そして「行く」「射るJr本意j などの

fイ」の表記が並べられている。そこで「居るJr射る」「入るJなどの表記を調べて

みることにする。

（ア）「ゐる」の表記

次に示したのは、上一段「居る」が使用されているページと行である。 5-12は5頁

の12行である。日のように「文字国み」をしているのは、 i，加， ireのように川

の音節を iで表記しているもの、囲みのないものは、 y,yru, yreとyで表記しているも

のである。それを、氏の分類によって、（ I)・（II）・（皿）・（IV）のように分けて示す

と次のようになる。

(I) 5-12,5-14，竹一17,21-2, 24-13, 27-15, 33-19, 50-21, 56-21, 58-18, 62-17, 66-8,I 

167ーは砂札 73-8,81 1, 84-4, 85 6，怯41,9円，持はEヨ， m一4,103-9, 104一4

104一7,[Qヨ， 110-6,11シ

yが10例であるのに対し、 iは19例である。

(II) 山一1,117山 lト17,118-17,11818,1削 9,110 20, 124-1, 137-22, ~ 

~，凶ー13, 1刊 1刷 1,158-8, 158一

178一12,189-21, 192-5, 197-4, 197-10, 197-18, 199-3, 199-11, 199-18, 200-23, 201-10, 

201-13, 204-10, 205-21, 209-1, 210-9, 211-18, 211-22, 212-1, 212-9, 212 18, 215-19, 

Eヨ， 219-6,224-10, 

ここはyが43例であるのに対して、 iは3例である。

(III) 225-19, 226-15, 227-23, 227 24,l 233-2, 241-ll, 241-15，ド49-3,249-41, 250-7, 

ド56-7,262-11, 269-10, 274-18, 274-211, 

ここはyが6例であるのに対して iは9例である。

(IV) 1281 13,294 211,304 l0,1307-11,309 8,309-17,313-14l,313-24,321-2,323-5, 

33叩，医ヨ，m一見出4-8,355-7, 355-21, 370-5, 38日 0,38シ6,391一

397 3 

ここはyが14で、 lは8例である。
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以上「居る」 112例の「イj の音節の表記はy,yru, yreが73例、 i,iru, ireが、 39例であ

るが、（ I) には i系が多く、（II）には y系が多いとはいえるが、判然と翻字者が異

なるといえるような並び方であろうか。まして（ill）と（N）では混然としてその区

別を見つけるのも困難な感じである。

（イ）「イチJの表記と分布

菅原氏は「居るJの分布と並べて、「イチ」と読む語の表記を次のように示している。

「イチの表記における i,yの分布は「居るJの分布とは異なる。 yが全体に分布し

ていながら、 iが部分的に集中している。注目されるのはiが集中している部分で、 232

ページから293ページでは yとほぼ同数である。更には123ページからの iの集中して

いることに注意しておく必要がある。Jと述べている。そしてほぼ次のような表を示し

である。

居る 一（イチ）

i使用 Y使用

II y 使用 y 使用 (iもやや多）

皿 i使用 I • y 併用

N y使用 y使用

そこでこの「イチJを細かに調べてみることにする。「天草版平家Jで「イチJすな

わち ichiや ychiを語頭に持つ語は、「市・一日・一門・一円」など、異なり語数でお

よそ50語、延べ語数で316語ほどある。その中でichiと表記する語数（延べ語数）は67

語、 ychiとする語は249語である。煩墳ではあるが、その全体を示すことにする。前記

と同じように、そのページと行数を、文字聞をしたものは ichi系のもの、囲みのない

ものはychiとあるものである。

(I) 序トI，序1-13，梓3-4，序M ，序3叫 59, 8 1, 10 比~. 12-5, 12-21, 

法見~. 15-5, 16-1, 16一札川町 22一院 22-20,23-4，困， 25-15,25-23, 

27-9, 28-3, 30-5, 33-18, 34-15, 36-1, 38-23, 41-1, 42-17, 42-21, 44 1, 46-6, 46-13, 

47 12, 48-17, 50-8, 50-23, 51-7, 53 14, 53 14, 53-17, 54 4, 54 15, 54-18, 56-18, 57-16, 

60引， 61一比 61一院 6叫 64ーは~， 68一肌 72-2, 73-8, ~. 75札 81ほ

81-17, 83-17, 85-7, 9十民 9か11，制3,97-1, 97-6, 97-17, 99-16, 101 17, ~ヨ，
110-12, 113 7' 113-20, 113 22 

(II) 1123-23, 125-51, 127-9, 1127-17, 127-2礼128-9,135-7, 136-8, 136-22, 140-19, 

142-3, 144-24，~，巨B. 150-23, 151土 151一17,153-1, 1153-24, 155は 155日，｜
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1155-14, 155-1~， 157-9, 160-21, 161-19, 164-6, 164-18, 164-18, 167-2, 167-4, 167-8, 

16ト叫 167-12,167一叫 1703，日 6,17日，日比口付，口付， m叫巨ミヨ，

180 12, 181-14, 182-2, 182-12, 184-6, 187-17, 187-21, 187-24, 188-19, 188 22, 189-12, 

190-24, 192-5, 192-6, 192-24, 193-10, 193-24, 194-1, 194-7, 195-2, 197-6, 197-20, 

198-6, 198-19, 200-9, 201 19, 201 24, 202-7, 203 l, 203 10, 203-11, 207-19, 210 16, 

1211-22, 213-2~， 216-13, 217-19, 

（皿） 225-7,226-2, 226-21,232-15, 235-20, 236-18, 239-9, 241一18,1244-12, 244-21.1 

匹ヨ， 246-9,247-24, 1249一札 250-21,250 2，闘機霧割 2536, 253民 2別 5,

険機機麟司 1254-16,254-1礼255-1,255一7,255-24，隣鱗亀 256-13,255-21, 256-24,I 

仰7-8，概重量， 258凶罷翻，露翻， 259-20,260-6，脚棚機， 26ト此麟繍

属議側議機鱗湖， 267-6，雇織機畿際機騒畿鰯， 1272-19,273－~， 274-13,@1ヨ， 275-19,

1275-21，議鰍乱 276-3,276-5，鐙露頭， 278-22，協僻幾重機磯， 279-4,280-3, 280-9, 

282-3, 283-6, 284 3, 284 19，慨機織機， 285-1礼286-12,286-16, 289-3, 289-5, 

29ト肌医ヨ， 292-3,m一成 293-7，却3一弘 293-15，磁麹， m一礼捌イ， 29←18

295一17,297-1, 

(N) 301-2, 301-8, 303-24, 304-1, 304-1, 304-19, 306 5, 307-16, 309-22, 313-9, 

314-1，臨週， 316-18,322-9, 32トは 330-7'332-3，鱗議， m一肌 33ト11,33叩，

336一24,337 15, 337 18, 339一4,340一3,340一15,344一20,346一9,346一20,349 22, 351-18, 

35印，医ヨ， 359-22,363 4，制一3,36 9, 36日， 367は 36刊， 3削， 37かロ

376一15,376-18, 377-22, 378-7, 378-21, 380-15, 384-12, 386-23, 387-4, 387-8, 390-21, 

392-21，制一12,397 3, 398-10，麗園， 400-17,401 8, 401ーは仰山04払 40か7,

目317，網，4-25,5-3 

菅原氏が、 ichi,ychiを含む語の位置を、前表では、「 Iではy使用、 Eではy使用 (i

もやや多）、皿はい y併用、 Nはy使用Jとしているが、具体的に調査してみると、

上記のようである。これでもい yの使用の分布が翻字者の別を示すとは考えられそう

にはない。（皿）と（N）に網掛け（塗りつぶし）をしているものは、「ーノ谷」とい

う語のある場所である。「ーノ谷Jは252ページ以下、 27回用いられているが、網掛け

をした25回はichino taniと表記された例である。しかもその表記は（皿）から（IV)

にわたって用いられている。わずかに ychino taniと表記したのは、 333-7と目録小21

の2カ所だけである。翻字者すなわち人によって書き分けているというより、語によっ

て書き分けていると考える方が妥当ではなかろうか。ただ語による表記の不統ーがあ

るから、問題とするのではある。「イチJを含む語でかなり度数の多い語を取り上げて、
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ichiとychiと表記されている度数を示してみると、次の表1のとおりである。

これを見ると、「一度Jでは、 ichidoと表記した例は、 32田中 3回、「一人Jでは、 ichinin

と表記した回数は10回で他の64回は ychininである。そして「ーノ谷J以外は ychiが

多く、しかも ichiがその特定の語以外は（ I)から（N）までのうちの複数に分布し

ている。ここでichiとychiの表記の分布から翻字者を区別することは、かなり難しい

と考えられる。

表l ichiとychiを含む語の度数分布表

(I) (II) (ID) (N) 
度数計

ichi ychi ichi ychi ichi ychi ichi ychi 

一度 。 10 。 5 2 7 1 7 32 

一日 。 。 1 3 1 4 。 10 

一人 2 23 4 11 4 10 。20 74 

ーノ谷 。。。。23 。 2 2 27 

一円 17 。 13 3 9 。12 55 

（ウ）「射るJの表記

次に同じ「イノレ」であるが、「射るJの表記を並べてみる。

(I) 回
(II) 1126-4, 126-lol, 127-2, 1130-11, 130-131, 132-4, 132-5, 132-15, 135-1, 139一16,

凶ーは 15トほ巨ヨ， 1刷， 16十16,169-21, 16日屯~.20日山2-17, 213-16, 

216-5, 223-3, 

(ID) 236-2, 236-3, 247-14, 247-18, 247-20, 248-4, 256 5, 265-6, 265-9, 265-11, 

266 17, 269-4, 269 11, 271-3, 

(N) 313-1, 328-12, 333-9 333-10, 333-24, 335-2, 335-16, 335-20, 335-21, 336-3, 

337-21, 345-13, 345-14, 377-13, 381-18，自2-20，目5-15

回のように文字国をしたものが、 i,iru, ire，と表記したもので、文字囲のないも

のが、 y,yru, yre, yyoと表記したものである。全用例55例のうち、 i系は7例だけで、

他の48例はy系である。この羅列から翻字者の相違を推定するには不十分であろう。

（エ）「入る・要るJ（四段）と「入る」（下二段）及び「命Jの「イ」の表記

同じ「イル」に「入るjの四段活用と下二段活用がある。四段活用の「入る・要るJ
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は用例が91例あるが、そのうちの87例は、廿a,iriのiを用いたもので、 yra,yruとyを

用いた例は4例だけである。また下二段活用の「入るJは、 48例中、 47例が ireと i

を用いていて、 yreの例はただ1例である。

また「いのち」という語は「お命・おん命」を含めて105.回用いられているが、すべ

てinochiと書かれていて、 ynochi.と表記した例はない。また「し、かに・いかなるJと

いう語は icaniicanaruとあり、 ycaniycanaruとし、う例はない。一方国名の「伊賀Jは

5例とも Yga(13ト10,233-20, 404-14, 17, 405.-23）で lgaの例はない。

こうみると、 iとyの表記の違いは一概に翻字者の違いとだけは言えないし、また上

記の「居る」や「イチJの表記の iとyの分布の変化が翻字者の変化を示すとは考え

にくいし、 (I）～（N）の分布の状態が確実にその境を示していないのも上記のとお

りである。

4 VOとuoについて

ワ行の子音は語頭ではv、語中ではu、というのは、早く矯本進吉氏が『キリシタン

教義の研究』に説いているとおりである。 また、 V. U. VO. UOのポノレトガル語との関

係については氏の外にも森田武氏が、『天草版平家物語難語句解の研究』『日葡辞書提

要』などで説明されている。従ってここでは、これら説かれてきたことを、天草版平

家物語のローマ字本文の表記によって確認してみることにする。

( 1 ) 語頭に VO、語中 uoについて

このことは一応語頭が VO，語中に uo が用いられているといえる。従って助調「を」

は、 vomotterをもってJの「をJ以外は uoであり、接頭語「おJ「おん」をはじめ、

歴史的表記で、「お」又は「をj で始まる語は VOと表記している。

VOCU （奥・奥州・置く） voqi （沖） Voqino cuni （隠岐国） voto （音）

Vogur司 ama（小倉山） voximu （惜しむ） vouaru （終る）

語中では uo である。ハ行転呼音による「～ほ」などすべ宍~1i<i と表記されている。

a担 ba（青葉） vome担meto（おめおめと） quan担n（観音） xeno回（瀬尾）

ca盟（顔） xi回（潮） fono回（炎） mo yo回xi（もよほし） yo so担i（よそほひ）

( 2）「をもって」の場合は、 vomotteの表記である。

助詞「を」は、 uoと表記するのが普通であるが、 fをもって」の場合は、 vomotteと、

「を」は VOと表記している。

nannoycon~旦~ cono ychimon uo forobosδzuru tono cuuatate ua nanigotozo?(p28-3) 

何の遺恨をもってこの一門を亡さうずるとの企ては何事ぞ？（巻一）
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govon YQ虫坐~cubi uo t<;ugare mairaxete, (p31-3）御恩をもって首をつがれ参らせて、

（巻ー）

Miyaco no foca ye idasaxeraruru vomotte, coto ua t訂 ucoto de gozaru. (p31-21）都のほ

かへいださせらるるをもって、事は足ることでござる。（巻ー）

以下、 p38-12,p40-18. 22. p52-18…というように、このvomotteの例は多くある。

ただuomotteの例が 1例だけ管見に入っている。

Sonotoqi tetare回虫旦虫 yvotosozuru tono guide gozaruca, (p335-l 9) 

その時手たれをもって射落さうずるとの儀でござるか、（巻四）

この場合tetareの次には切れ目なくそのまま続けている。

vomotteについては、『日；葡辞書』でも、 Vomotte. の項目を立て「これは奪格のプ

ロポジサンであるj として以下細かく説明している。

( 3）複合語の後部構成要素の頭の場合は VOが普通である。

一語の中でも複合語の場合は、

acuxovotoxi （悪所落とし） azzumavotoco （東男） vchivocuru （打送る）

vmarevochi （生れ落ち） vchivodorocasu （打驚かす）

のように複合語の後部構成要素の最初が「オ」の場合は、語中でも VOを用いるのが普

通である。ただまれには混同した例もみえる。

以下同じ語に VOとuoの両表記があるものをみることにする。

（ア） d a i v on/ d a i u on/ d a i uδ （大音）

0 虫主担uoaguete nanorareta : (p244 19）大音をあげて名のられた。（巻四）

0 tacayagura cara由民盟uoaguete nonoxitte : (p213-ll）高矢倉から大音をあげて

ののしって（巻三）

O自担2uo aguete nanoruua : (pl26 19）大音をあげて名のるは（巻二）

『日葡辞書』には Daiuonとして示されている。

（イ） g i白von/g i白uon （重恩）

c hδv on/ c hou on （朝恩）

「重恩Jはpl88-15,pl92-19,pl94-9,p202-19の4回用いられているが、最初だけ

が、 giuuonであとの3例はgiuvonとある。

また「朝恩Jはcho担旦が pl8-22，と p45-21の2例で、 cho虫旦が p46-8,p48-9，と

pl97-23の3例である。 p45-21とp46-8とは10行程度しか離れていないのに、表記が

異なっている点注意される。なお、「四恩j とし、う語が p45-18に用いられているが、

これはxivonとある。すなわち p45-l 8 Xi.YQ!!，があり、 p4521にch句思，があり、 p468 
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には、 chovonと並ぶことになる。

（ウ） cu chi vox i j/cuch i uox i j （くちをしい）

「くちをしいJ という語の終止形と連体形に cuchi~xij という表記のものと、

cu chi盟，xijとする表記がある。

cuchiY2xijが、 p245-14,p382-7に2例だけあり、 cuchi盟xijが pl50-23,p183-13, 

p191-17,p268-7,p314-13,p319-5,p360-21,p362-2に8例ある。

（エ） votovoto/votouoto/vototo （おとうと）

「弟」にはvotovoto,votouoto, vototoの表記がある。全用例の位置をページと行で

前と同じように示す。

35-14, 202一

284一9この11例のなかで、文字囲（数字囲）をしているものは、 votovotoとあるもの、

（）に入れている例は、 vototoと表記したもので、他はvotouotoと表記したもので

ある。ただ202-17の例は印刷が不鮮明であるが、 votouotoであろうと判読したもので

ある。 p210から p225まであたりが、 votouotoでないことになる。

5 助調 uoの分かち書きの問題

助調のuoは次の（A）のように分かち書きのものと、（B）のように前の語に続け

たものとがあって、（A）は巻頭から大体P206までに多く、 P207から P219までは（A)

(B）両者が混ざっているが、 P220から巻末までは殆ど（B）の形式になっている。

(A) Sanmi nhildo ua fachijil ni natte icusa盟 xitemigui no fizaguchi.盟 ysaxete,

(pl32-5）三位入道は八十になって軍をして右の膝口を射させて（巻二）

( B ) mada fitotabimo teqini vx加盟mixeneba,teivode goz釘・otomo mamayo, cabuto虫

nugui, yuzzuru虫色zzuite, (p220-14）まだ一度も敵に後を見せねば、帝主でご

ざらうともままよ、甲を脱ぎ、弓弦をはづいて（巻三）

この問題を少し詳しく見ていくことにする。冒頭の扉を除いてハピアンが記した序

文の3頁には、（A）のように分かち書きが5例で、（B）の形は44例である。それ以

後本文のp3から p206までは大部分が（A）形式で、およそ2100例あり、その中の（B)

形式の例は、 40-7,44-11, 61-13, 116-21, 118-8, 120-11, 153-13にある例ぐらいであ

る。続いて p207から p219までの13頁は、次のとおりである。前後4頁を含めて表示す

る。但し行頭のuoは特に数えない。
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208 209 210 211 212 213 214 215 216 217 

2 3 7 2 9 4 3 3 2 

9 9 11 9 4 11 12 

218 

Aの数 。
p205, 206ではBの数は0,0である

が、p207から p219までは大体表示のと

おりで、 Aが41回、 Bは106回である。
Bの数 8 101そしてp220,221ではAの数は0,0でB

が13回と10回である。

p220以下では約1700例あるなかで、 B形式が大部分で、分かち書きのA形式は、

277-13, 280-15, 289-16, 291-8, 298-10, 304-20, 306-24, 395-8の例ぐらいである。狭

い間隔での表記で、中には微妙な例もあるが、大体以上のとおりである。

このような分かち書きの問題は他の助調にも見られるようであるが、 uo以外の精査

はしていないので、前半と後半の和歌の表記から、その違いだけを示すことにする。

①Vrnoregui no fana saqu coto mo nacarixi ni, 

Mi no naru fate zo canaxicariqeru. (pl33-6) 

埋もれ木の花咲くこともなかりしに、みのなる果てぞかなしかりける（巻二）

②Noborubeqi tayori naqi mi ua co no rnoto ni, 

Xiy uo日roiteyo uo vataru cana. (p140-14) 

のぼるべきたよりなき身は木のもとに、しひを拾ひて世をわたるかな（巻二）

①の歌は14句に分け、②は16句に分かち書きしている。これに対し後半の歌は、

③Sorurnadeua vrarnixicadorno, azzusayurni, 

Macotono rnichini yruzo vrexiqi. (p309-2) 

そるまでは恨みしかども、梓弓、まことの道に入るぞうれしき（巻四）

④Sorutoterno nanica vrarnin azzusayurni, 

Fiqitodornubeqi cocoro naraneba. (p309-5) 

そるとても何か恨みん梓弓、ひきとどむべき心ならねば（巻四）

③と④はともに、 7句に分けている。これらの表記から前半と、後半には分かち書き

の方法に違いがあると考えられる。この現象が翻字者とどうかかわるかについては、

いまは問題にしないことにして、ただこの現象を報告するにとどめたい。
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6 力行について

カ行は、 ca• qi • cu, qu・qe• co 

と表記している。「カJは ca以外はみえない。ボルトガル語では、 qは必ず uを伴っ

て母音 a,e, i, o，と結合するというが、「キ・ケJはその省略形とされる qi・qeだけで、

『キリシタン教義の研究』に示されているような qui• queの例はみえない。

「クjは本書では cuまたは quで、 cuが多く用いられている。

amacusa （天草）, acumiδ （悪名）, acuguiδ （悪行）など大体単語単位で異なり語数を

数えてみると、 738語ほどを数えた。また延べ字数で調べてみると、次の表のとおりで

ある。比較のために quの度数と並べて表示することにする。

表2 cuとquと表記した延べ回数

巻一 ｜ 巻二 ｜ 巻三 ｜ 巻四

cuの延べ字数

quの延べ字数

序

1

8

463 

118 

318 

61 

465 

87 

1295 

261 

38 

9 

nu 
aせ

oo 
z
u
4
 

F
h
u
 

n
4
 

目録 ｜ 合計

cuは、次に述べるように動調語尾などに偏って用いられている quに比べて、使用

回数も多くて、全例を示すことは困難であるので、 quと表記されている語を示し、そ

の語が～cuと表記した例があるかどうかという点から見ていくことにする。

次の語は quを含む語である。ただし（A）と（B）に分け、（A）の分類に入れた

語は quの表記だけで cuとしたものがない語で、（B）は quの表記と cuの表記を持つ

ものである。

(A) quの表記だけで、 cuの表記がないもの

1 a.9.旦 2 a.9.旦ru 3 a盟rutox1 4 cacaya盟（輝）

5 ca型（書・掻） 6 ca虫ru（掛・駆） 7 catajiqena型 8 chicazzu.9.旦

9 chirixi旦旦 10 cocorozzuyo旦旦 11 coguiyu.9.旦 12 coixi.9.旦

13 cuda型 14 facana盟 15 faya~迎 16 fibi.9.旦 17 fiqica旦旦ru

18 fiqicazzu旦さ 19 fiqixirizo型 20 白型 21 fira型 22 釦qeyu盟

23 fuqi.9.!:!fU 24 fu.9.旦 25 fu.9.旦四 26 goto.9.旦 27 goto.9.旦na

28 ide型ru 29 i型（行） 30 mane型 31 michi型ru（満来）

32 miga思 33 miqi.9.旦 34 ffiU.9.旦ru 35 nabi型 36 nague.9.旦

37 na盟問型 38 na.9.!:! （泣・鳴） 39 na型（無） 40 nariyu型

41 noborit<;:U.9.旦 42 Qi.9.旦 43 型m 44 sacama~迎 45 sa.9.!:! （咲）

46 sasaya~迎 47 somu型 48 suda型 49 tachi型ru 50 tadayoiaru.9.旦
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51 tc;uqitc;uranug旦 52 tc;u型（突） 53 tc;u型四（尽） 54 tc;ur叩 U型

55 tc;uyo盟 56 tc;uzzug旦 57 toi盟問 58 va型（分） 59 vchitatag旦

60 vchica型ru（駆・掛） 61 vgo型 62 vochiyu.9.!! 63 voica盟問

64 vomoicag_uru 65 vomomu型 66 VO阿国 67 VO型（置）

68 vouo型（多） 69 voxi型（借） 70 voyu盟 ye 71 v型（受）

72 xeme盟問 73 xic削 be型 74 xi型（如） 75 xitagai tc;u型

76 yasu型 77 yo型 78 yo型Y0.9.!! 79 yoritC,:Ufl!! 80 youa！迎

81 yu型 82 Yllfl!!SUye 83 Yll.9.旦ye

以上quとだけ表記して cuとつづる表記がない語83例をみると、

①動調の語尾 aqu （飽く）, aq町 u（明くる）, caqu （書く）など、

②形容調又は形容調型の語の語尾 coixiqu （恋しく）, fa四naqu（はかなく）、 xiqu

（如く）、 xicarubequ（然るべく）など、

③動調語尾を含んだ複合名詞 yuqusuye （行く末）， yuquye （行方）

＠動詞や形容詞から派生した副詞

naqunaqu （泣く泣く）, yoquyoqu （よくよく）など、

のように分類することができる。③を①に含めて動詞語尾とし、④も動詞と形容詞の

繰り返しと理解すると、この quと表記されているのは、動詞の語尾の「くJと形容調

の連用形の語尾の「く」の表記に用いられていると纏めることができる。そして上記

の語については、 quに代わって cuの表記は用いられていない。

ところが、同じ語でqu,cuの両表記を持つ語がある。これは語数はそう多〈ないか

ら細かに見ていくことにする。

(B）閉じ語でquとcuの両方の表記を持つ語

(1) fucaqu/fucacu （不覚）

「不覚Jは名詞で、前記のような動調語尾、形容詞語尾にあたらないので、 cuであ

ろうと思われるが、次のように fucaquの例が2例だけある。

O生虫盟nonamida ga saqidatte (pl71-22）不覚の涙が先立って（巻三）

0生三割盟Qnamidaga vosayegataito (p318-16）不覚の涙が押さへがたいと（巻四）

ただ「不覚jの形が他に5例（155-8,16,246-24, 263-12,273-5）、「不覚人Jが1例

(394-9）、 f不覚す」（235-13）「不覚で」（269-24）がおのおの 1例、合計8例あるが、

これらはすべて fucacuの形である。ちなみに『日葡辞書』は「不覚・不覚悟・不覚人・

不覚な」の項目があるが、すべて Fucacuとある。

(2) mattaqu/mattacu （全く）
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「全く」は mattaquが3例、 mattacuが8例ある。本文中には「全からずj 「全し、」

の形容詞の用例も見えるが、 mattacuの例の方が多い。 mattaquの3例は、

O！！！益虫盟 xexxaga zonjite no gui deua gozanai. (p8-1 7）全く拙者が存じての儀では

ござない。（巻ー）

O虫笠沼型sayono guiua gozanai. (p28-9）全くさやうの儀はござない。（巻ー）

O！！！笠思盟sono伊 idaua gozanai. (p32-7）全くその儀ではござない。（巻一）

他のmattacuは、序3-12,153-21, 294-19, 308-15, 338-13, 36ト16,375-22, 379-4 

の8例である。巻ーの例だけが mattaquで、他はmattacuである。

(3) qusazuri/cusazuri （草摺）

「草摺り」は5回用いられているが、 1例だけが qusazuriで、他の4例は cusazuri

と表記している。

Oyoroi no sode，皿銀恕ini toritc;uite (p185-22）鎧の袖、草摺りに取りついて（巻三）

他の4例は170-19,214-22,275-13,345-18に用いられていて、 cusazuriと表記されて

いる。cusazuriが普通だったかと恩われるが、 1例だけ qusazuriが用いられている。「草j

と関係する語は「草・草飼・草飼水・草木・草の陰・青草・浮草・千草」などの語が

用いられているが、これらはすべて cusaで、 qusaとした例はない。『日：葡辞書』も cusa

とある。

(4) taqu/tacu （焚く・焼く）

「焚く」にあたる語に taqu，と tacuの表記がある。

Otouobiuo E盟主cotofareta tenno foxino gotoquni (p257-19）遠火をたくこと晴れた天

の星のごとくに（巻四）

Oama no回目monoy首beno qemuri (p195-15）海士のたく藻のタベの煙（巻三）

後者は「焚く藻Jとしてのまとまった語ではあろうが、もともと「焚く j は動調で

あるから、前者のようにtaquが普通かと思われるが、このような taquとtacuの例が

1例ずつある。ただ『日葡辞書』は、 rTacumo,I, taqumoタクモまたはタクモ」とし

て、両方を示している。

(5) quru/curu （来る）

「来る」という語には quruとし、う表記が多いが、 curuという表記が3例だけある。

まずquruの例、

Oasobimono ua fito no mexi ni .xitagote coso 盟店mononare, (p95-5) 

遊び者は人の召しに従うてこそ来るものなれ、（巻二）

次に curuの例、
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Omucote型店 yauoba naguinata de qitte votosu ni yotte, (pl26-11) 

向うてくる矢をば長万で切って落とすによって、（巻二）

「くるJ(quru, curu）という語は複合語を除くと、次のページと行にある。

95-5 ， ~.!ITB，困， 23日2, 232－凶（234-24,)239-5, 245-20, 246-16, 267-7' 

274-22, 276-7, 373-19, 396-24 

curuと表記した例は数字を囲んだ3例である。この一連であることに注意すると、

（ ）を付じた234-24の例は底本の印刷の qとcの識別が難しいが、一応qと判読し

たものである。

(C) 同音でquとcuに書き分けた語

次に同音で quと cuに書き分けている語についてみよう。たとえば「尽くるJは

tvU9.!!fUと表記されているが、「作る」「付くるJはtc;u盟問とされている。例示してみ

ると、

OFi的 ga段盟盟ba,tasacu uo cari vo叩 neteyoxe, (p152-1) 兵棋が~長ば、田作

を刈り収めて寄せ、（巻二）

Ovoxiyoxete, toqiuo包忠史Edorr叫（p153-13）押し寄せて関を生色ども（巻二）

OMorino jiua iyeno jinareba, Rocudaini !2思翌日：（313-16）盛の字は家の字なれば、六

代に仕えゑ。（巻四）

のようである。同じような例を調べると、「解く」はtoquとあるが、「疾く Jr徳j 「利

くすJはtocuとある。「徳Jは名調であるから、 cuを用いることは前述のとおりとし

ても、あとの2例は形容詞の語尾又は動調としての用法である。例示すると、

Ofi.meno tomozzunauo包盟ni, (p326-2）舟の績を盤えに、（巻四）

Oyo nonaca uo，回目 sutezarixicoto zo cuyaxiqi (p65-10）世の中を、よえ捨てざりし

ことぞくやしき（巻ー）

Oyono虫虫notame, (p序1-6）世の箆のため（序）

Ocoxono cauocuuo tc;ucuranto fossuruniua, mazzu sono vtc;uuamonouo虫盟xi, (p序

2-13）工匠の家屋を造らんと欲するには、まづその器物を利くし、（序）

さらに同音語の「オクJでは、「置くJはvoqu、「奥j はVOCUで、「サクJでは「咲

く」は saqu、「柵j はsacuであることは、前記の原則どおりで問題はないが、動調の

「送るJ「遅るる」はvocuru,vocururuとある。

動詞語尾は quが多く用いられていて、むしろ是が原則だとすれば、上記の「作れJ

tc;ucure、「付くるJtc;ucuruや「送るJvocuru，「遅るるjvocururuのように、動詞の語

尾の一部などに cuがどう表れているかを検討しておく必要がある。その結果はカ行四
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段活用で「～cu」となっているのは前記の「海士の焚く藻Jの1例だけで他はすべて

「～quJである。カ行の二段活用の語尾を調べてみると、

tyuquru （尽くる）・moxivquru （申し受くる）・aquru（明くる） ・ fuquru （更くる） caquru 

（駆くる・掛くる）・fiqicaquru （引掛くる）・muquru（向くる）・vaquru（分くる）・tvuqure

（尽くれ）・ aqure（明くれ） caqure （掛、駆くれ） voicaqure （追掛くれ）・ vchicaqure

（打掛くれ）

などすべて～quru，～qureであって、～curu，～cureの形はないが、前述のように

tyUCUfU （付くる）・ tyUCUfU（作る）のほか、 mivocuru（見送る）・ vocururu（遅るる）－

vocuru （送る）・ cacurete（隠れ（て〉）などは動調の語幹や語尾の一部に、その他

miyamagacure （深山隠れ）・ ximagacure（島隠れ）・ cogacure（木隠れ）などに cuが用

いられている。

7 四つ仮名の混同

他のキリシタン資料と同じように、サ行は sa,xi, su, xe, so，ザ行は za,ji, zu, je, zo, 

タ行は ta,chi, tvu, te, to、ダ行は da,gi, zzu, de, doである。すなわち、「じJはji，「ぢ」

はgi、「ずJはzu、「づ」は zzuで表記するのが普通である。

こじらう（小次郎） Coj町＇Q261-15, 16, 19・じがい（自害） jigai 103-3, 112-3, 132-6・

じたい（辞退） jitai 256-16, 391-13・のじり（野尻） Nojiri 202-18, 203-4・

うぢはし（宇治橋） vgifaxi 124-4, 230-1・おぢゃる vogiaru207-1, 343-12・

かぢはら（梶原） Cagiuara 228-8, 232-4, 6・なんぢ（汝） nangi 17-24, 42-14 

かず（数） cazu 23ト13,252-18 ・じゃうず（上手）おzu93-18, 94-15・

すずり（硯） suzuri 92-7, 295-8・はず（掠） fazu 131-22, 222-10 

かづら（葛） cazzura 195-10, 396-23 ・くづるる（崩るる） cuzzururu 176-14, 366-16 

てづか（手塚） Tezzuca 170-12, 13・みづ（水） mizzu 45-23, 64 20 

のようにある。しかし、この四つ仮名はしばしば混同して用いられている。以下本書

における、その四つ仮名の混同した例を示す。

(A) jiとあるべきところを giと表記した例

せうじき（小食） xδgiqi 207-4 たじま（但馬） Tagima 4-13, 124-5, 126-4 

たじろ（田代） Tagiro 254-24 

「せうじきJは『日葡辞書』には「Xδjiqi（小食）食べることの少ないこと」とある。

「但馬」は人名・地名、全用例6例とも Tagimaとある。「田代Jも固有名調、 p254-24

にTagironoquanja （田代の冠者）とあり、 6行後ろに同一人物を Tajirodono（田代殿）
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と五を用いている。「団代Jの例はこの2例で、 TagiroとTajiroと表記がある。

(B) giとあるべきところを五と表記した例

あかぢ（赤地） acaji 42-5、他の4例はacagi128-19, 147-21, 240-16, 244-17とある。

いんぢ（印地） inji 220-2、「印地Jの例はこの 1例だけ。『日菊辞書』は lngiとある。

森田武著『天草版平家物語難語句解の研究』にも「いんじ」の項に「Feiqe本文の

四つ仮名の混同による誤り」と指摘している。

きうぢ（灸治） qiuji 376-23「灸治」はこの 1例だけ。『日葡辞書』は Qiugiとあり、

「ゃいと、または焼火、灸Jと説明している。

しゃうぢ（正治） Xoji guannen 407-15、「正治」の例もこの 1例だけ。

そうぢゐん（総持院） S6jiyn 178-11, 191-21原拠本と考えられている『百二十句本

平家物語』（慶応義塾大学斯道文庫編・巻七・六十八句）には「総持院j とある。「持」

は「ぢ」すなわち giであるはずである。

ぢしよう（治承） lix6234-17,318-3,349-19 3例とも左のようにある。 Gixδ とある

べきところであるが、そう表記した例はない。

ぢゅうりょ（住侶） lurio序2-26の例が 1例ある。「住」は「ぢゅう」であるから、

giurioとあるべきところである。『日：葡辞書』には「住居JはGiuqioとある。

のぢ（野路）は地名である。 Nojiと、 233-16,390-9に2例ある。 Nogiとあるべきと

ころであるが、そう表記した例はない。

ふぢと（藤戸） Fujito 324-11地名であるが、前記「百二十句本」の第百句に「藤戸

とある地名と考えられる。「藤Jならば、「ふぢ」すなわち、 Fugitoとあるべきところ

である。

ぶんぢ（文治） Bunji 372-16, 381-19, 394-22, 403-14とある年号「文治」は4例と

もBunjiとある。

へいぢ（平治）は Feijiと記すもの、 27-24,31-2, 37-22, 312-23のほか4例。 Feigi

と記すもの、 39-7'230-15, 16, 332-19の4例。

もくらんぢ（木蘭地） mocuranji 42-11, 291-16 

ゐんぢゅう（院中）混同した Inji126-7, 36-19，と長音表記が落ちた Inju21-19と、

あわせて 3例あり、正しい表記の Ingiロの表記も47-12,48-1に2例ある。

(C) zuとあるべきところを zzuと表記した例

いけずき（生食） iqezzuqi 228-8, 230-3, 4, 6, 9, 21, 231-19, 22, 23このほか5例、

すべて iqezzuqiとある。

くず（葛） cuzzu 195-10, 251-11, 300-43例すべて cuzzuとある。
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はず（事）fazzu17-15, 186-7全用例4例中左の2例がfazzuで他の2例はfa回 131-22,

222-10と表記されている。

ひきずる（引き摺る） fiqizzuru全用例3例が左のように表記されている。『日；葡辞

書』は Fiqizuri,ru, utta. とある。

(D) zzuとあるべきところを ZUと表記した例

いづ（伊豆） Izu 301-12、「伊豆Jにはyzzu,Izzuなど他に11例あるが、左の1例だ

けlzuとある。

きづがわ（木津川） qizugaua 135-23この 1例だけであるが、表記が誤っている。

しづむ（沈む） xizumuru 46-14、他の例は四段、下二段の例ともに xizzumーとある

のに対してこの1例だけxizumuとある。

しのびづま（しのび妻） xinobizuma 353-22 「忍び妻」の例はこの 1例。『R葡辞書』

にはXinobizzuma. とある。

すみづ（角水） sumizu 208-12とあるが、『日：葡辞書』には Sumizzuとある。

ひきかづく fiqicazuite 184-16「引きかづく jは全用例4例あるが、左の 1例だけが、

fiqi cazuiteとある。他は向icazzuite 82-2, 323-5やfiqicazzuqu130-10のようにある。

みづ（水） mizu 214-21 他の40例程度はmizzuとあるが、左の例だけが mizuとあ

る。

みやづかひ（宮仕ひ） miyazucai 90-9とある。他の4例はmiyazzucai89-6, 302-18, 

312-18或いは miazzucai314-15とある。

むろづみ（室積） Murozumi 65-5 r室積」は地名。例はこれ1例である。

8 7段・ウ段及びオ段の長音と開合の乱れについて

ア段長音を表したと思われるものに、 Ha284-24、Ha299-20の（ハあ）や、 yaの

｛ゃあ） 151-7, 232-20・訂aの（ああら） 152-21 • goz訂u6-24, 31-12の（ござある）

などがある。このaやaはア段の長音を写したものと思われる。

ウ段長音はx!lj百161-5,194-4の（主従〉や、 xロj託14『 20の（終日）、 qi口組 157-21（九

州）' ch!lxin 157-22 （注進）のように、百が用いられている。

オ段長音は開音はδを、合音は6で表記していることは周知のとおりである。まず

開音の表記から示す。

0かうみやう（高名） c~miδ139-17, 0さうはう（双方）めあ 169-9,

0たうじ（当時） t柑 21-3, 0まうけ（設） moqe 328-10, 0ばう（坊） bδ3-9 

次に合音表記は、
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0こうくわい（後悔） c6quai 84-14, 0そうもん（惣門） s6mon 332-5, 

0とうごく（東国） t6gocu 147-17, 0ほうこう（奉公） f6c6 43-7 

のように表記するのが正常な表記で普通であるが、中には混同した例もみえる。その

混同した例を示す。

(A）開音を合音に誤って表記した例、

0あふせ（逢瀬） v6xe 289-14, 296-18, 0ごさう（五般） gos6 327 21 

0さんざう（三般） sanz6 272-20，この「鰻Jは数字が替わっても間違った例がある。

Oじふごぢゃう（十五丈）jOgogiδ260-11, 0さんじふぢゃう（三十丈） sanjOgiδ260-11, 

「丈Jは数字が異なって他に混同した例もある。 0しゃうざん（商山） xδzan310-10, 

Oしょぎやう（所行） xogui6 294-18 0ちゃう（庁） ch6 380-16, 

0にちゃう（二町） nichδ271-20，ただし， nichoと正しく表記した例（328-20）も

1例ある。

0はうしん（芳心）めxin321-15 0はうだて（方立）おdate167-5, 

(B）合音を開音に表記している例、

0きほう（競） ［人名】 Qiuo115-5, 117-19, 21他の14例もすべて開音に表記してい

る。 0じゃうめう（浄妙） Iomiδ127-18, 20, 21, 23, 128-22, 

0しゅんくわんそうづ（俊寛僧都） Xunquan sozzu 60-3, 65-3, 74-9, 92-16「俊寛僧

都」の「そうづJはすべて開音に表記している。ただし「僧」は8例あるが、すべて

soと合音で表記している。 0しようにん（証人）xonin 22-11とある。但し xonin268-6 

と正しい表記の例もある。

0だいけうくわん（大叫喚） dai qioquan 40ト11, 0とうせん（闘戦） toxen 400-23 

0ふせう（不肖） fuxo 274-12, 0ほうえん（保延）【年号） toyen 26-15, 

0ほうげん（保元）おguen39-7，但し、 37-22,42-14, 139-22, 178-2, 230-15には

Foguenと正しく表記している。

0ほうでう（北条） Fojo 379-7, 8, 22のほか、 28例はすべて閉じように「でうjの表

記を開音にしている。

oょうか【副詞】 yoca207-23, 0りょうがん（龍顔） riogan 344-8 

0補助動詞「まらすJの未然形「まらせJは「まらせう・まらせうずJと多数用い

られているが、 1例だけ maraxδ48-15と誤った例がある。

以上は開音と合音との混同した例である。
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9 勘音の表記から

劫音表記をすべて並べる余裕はないので、劫音表記に複数の形がある「キョ J• 

「リヤJ「リョJの表記から考察する。

（キョ） qioとqeo

多くは qioが用いられている。 qiocu, （曲） 19-24・xiqio（死去） 83-8・qionen（去

年） 144-16・qiogii1（居住） 172-22・qioyδ （許容） 176-24のほか、「皇居・秘曲・免

許」などに用いられている。 qeoの例は、 goqeoy6（御許容） 286-2の1例だけがある。

（リャ） riaとrea

多くはriaが用いられている。 riacuxite（略して） 335-5・tairiacu（大略） 168-9・

Guenriacu （元暦） 324-23・voriar，δzu（おりやらうず） 26-22 • soriacu （粗略） 181-24 

など。 reaの例はsoreacu（粗略） 19-1，の 1例がみえる。

（リョ） rioとreo

多くは rioが用いられている。 ji1rio（住侶）序2-26• riojin （旅人） 81-16・

coriocu （合力） 121-9 • furio （不慮） 4-22 • xirio （思慮） 115-16・rio（龍） 367-3など。

reoの例が 2例だけ見える。 yeireo（叡慮） 48-7・reδ （龍） 344-10とある。

10 舌肉入声音の表記

漢字音の入声音のうち、喉内の～ kと唇内音の～ pは早く開音節化して、キ、クや

フとなったが、舌内入声の～ tは、原音を保った形で、キリシタンのローマ字表記で

はそれを～ tで写していることは、国語史で説かれているところである。そこで本作

品中でその例を考察することにする。以下～ tの形のものを数例列挙すると、

gocot （御骨）, cotgainin （乞巧人）, cotjiqi （乞食）, qetguan （結願）, xet同（殺害），

xetna （利那）, xetnari （切）, taixet （大切）、 butmio（仏名）などである。

ここで具体的に取り上げてみようと思うものは、「月Jの guat（グヮッ）という表

記と、開音化して guachi（グヮチ）と表記した例があることである。この両者の表記

が、翻字者を見分ける基準になり得るかどうかと思うからである。「月j を含む語で、

「正月」から「12月Jおよび「毎月」の guat,guachiのあるページと行をすべて並べ

ることにする。文字聞みは guachiと表記した例で、囲みがないものは、 guatの表記で

ある。

(I)～（IV）は、上記の菅原氏の分類によって示してみたものである。 Guat38 

例、 guachi28例、合計66例を並べてみる。

(I)ド1-9,22-24, 29叫
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89-12, 89-16，和3-24,98-7,108-1ヰ，

(II) 144-3, 144-16，間一民附ーは 152一比併は 196-19，匹ヨ 211-3,213-12, 

221-12, 

(ill）位28-15,229-11, 23←2, 247-21, 251-23, 280-1~， 285-2, 

(N) 298－比匹司， 318-3,318ーは匝ヨ， 32ト10,322-1, 322-17, 1322-19, 32叫

匡ヨ， 325-16,32ト 此 33ト11,342-2，湖一7,348 352叫 357一2 136刊， 362-16j,

~. 366-9, '374-19, 377-111, 381-22，医呂 393-2,403-14, 404-21，~ 
これをみると、（II）はguatが多く、（ill）はguachiが多いとはいえるが、その境目

を示すほどではなく、特に（ I) と（N）では混然としていて、翻字者の違いと見る

ほどの配列とはなっていないと見るべきであろう。また月々の回数は次のとおりであ

る。

月 正月 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 毎月 計

guat 2 5 8 2 6 2 5 1 2 3 1 1 。38 

guachi 8 1 2 。3 4 2 2 2 1 。1 2 28 

なお、特には触れなかったが、ガ行はga，凹i,gu, gue, go、サ行はsa,xi, su, xe, so 

タ行はta,chi, t9u, te, toハ行はお， fl,fu, fe, foなどであることは、他の版本と同じで

ある。

以上、表記の基礎的問題として諸点を取り上げた。ただ援音・促音表記などの外、

触れるべき問題も残しているが、これで稿を閉じることにする。
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